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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月14日(2017.7.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水分拭き取り材を保持可能なヘッドと、
　前記ヘッドが設けられたアームと、
　前記アームを略水平方向を向いた軸線回りに回転させるアーム回転駆動部と、　　
　前記ヘッドが排泄領域内と排泄領域外との間で移動するように、前記アームを変位させ
るアーム変位駆動部と、
　を備える臀部の水分自動ふき取り装置であって、
　前記ヘッドは、前記軸線に対して片側に偏心した位置に設けられており、
　前記アーム回転駆動部は、前記ヘッドが排泄領域内の所定位置に配されているときに、
当該ヘッドの偏心方向が略水平の状態から起き上がるように、前記アームを前記軸線回り
に回転させる、
　ことを特徴とする臀部の水分自動ふき取り装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の臀部の水分自動ふき取り装置において、
　便座と便器の間に設けられ、内部に前記ヘッドおよび前記アームが通る通路が形成され
る介在部を備える、
　ことを特徴とする臀部の水分自動ふき取り装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の臀部の水分自動ふき取り装置において、
　前記ヘッドおよび前記アームが出入りする出入口が形成された便器を備える、
　ことを特徴とする臀部の水分自動ふき取り装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の臀部の水分自動ふき取り装置において、
　内部に前記ヘッドおよび前記アームが通る通路が形成された便座を備える、
　ことを特徴とする臀部の水分自動ふき取り装置。
【請求項５】
　請求項２～４のいずれか一項に記載の水分自動ふき取り装置において、
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　前記アーム回転駆動部は、前記ヘッドおよび前記アームが前記介在部、前記出入口、ま
たは前記便座に設けられた前記通路を通るときに、前記軸線に対する前記ヘッドの偏心方
向が略水平になるように、前記アームの回転位置を保持する、
　ことを特徴とする臀部の水分自動ふき取り装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の水分自動ふき取り装置において、
　前記アーム変位駆動部は、前記アームを鉛直方向の軸線回りに回動させるアーム回動駆
動部と前記アームを前後方向に移動させるアーム前後移動駆動部とを備える、
　ことを特徴とする臀部の自動ふき取り装置。
【請求項７】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の水分自動ふき取り装置において、
　前記アーム変位駆動部は、前記アームを前後方向に移動させるアーム前後移動駆動部で
ある、
　ことを特徴とする臀部の自動ふき取り装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の水分自動ふき取り装置において、
　前記アーム前後移動駆動部は、前記ヘッドが便座の下、便座と便器の隙間、前記介在部
、前記出入口又は前記便座に設けられた前記通路を通って排泄領域内と排泄領域外との間
で移動するように、前記ヘッドおよび前記アームを前後方向に移動させるものである、
　ことを特徴とする臀部の自動ふき取り装置。
【請求項９】
　請求項７または８に記載の臀部の水分自動ふき取り装置において、
　水分拭き取り材を前記ヘッドに自動供給する紙取付部が便座の後方位置に設置されたこ
とを特徴とする臀部の水分自動ふき取り装置。
【請求項１０】
　請求項６～９の何れか１項に記載の臀部の水分自動ふき取り装置において、
　前記アーム前後移動駆動部は、前記アーム回転駆動部により前記アームが前記軸線回り
に回転されて前記ヘッドの偏心方向が略水平の状態から起き上がった状態で、前記アーム
を後方に移動させる、
　ことを特徴とする臀部の水分自動ふき取り装置。
【請求項１１】
　請求項１～１０の何れか１項に記載の臀部の水分自動ふき取り装置において、
　前記アームは、前記軸線上に設けられた第１アーム部と、前記第１アーム部の一部から
、前記軸線に交差する方向に延びた第２アーム部と、を有しており、
　前記ヘッドは、前記第２アーム部に設けられている、
　ことを特徴とする臀部の水分自動ふき取り装置。
【請求項１２】
　請求項１～１１の何れか１項に記載の臀部の水分自動ふき取り装置において、
　前記ヘッドは、前記軸線方向から視て、前記偏心方向に長手方向を成す扁平な形状をし
たものである、
　ことを特徴とする臀部の水分自動ふき取り装置。
【請求項１３】
　請求項１～１２の何れか一項に記載の水分自動拭き取り装置において、
　前記ヘッドは、前記軸線回りに回転することで、水分拭き取り材を保持可能なヘッドか
ら前記水分拭き取り材を開放する、
　ことを特徴とする臀部の水分自動ふき取り装置。
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